
 

   雇用問題が深刻化しています。この３月に卒業した高校生や大学生

の約１割は就職できませんでした。新卒者が金の卵、銀の卵と言われた

昭和の時代には考えられなかったことです。福沢諭吉は「この世の中で

一番淋しいことは仕事のないことです」と述べていますが、学校を卒業 

しても仕事がないとは、なんとも淋しく切なく、そして不安なことでしょう。 

   日本の多くの会社は安い労務費を求めて生産工場を国内から中国や 

カンボジア、ベトナムへと移しています。その分だけでも就業の機会は

確実に減っています。会社が果たすべき社会的役割は幾つもあり 

ますが、その一つに雇用の創出があります。もちろん余剰の従業員や 

勤労意欲の低い人を抱えることはできませんが、世の中に役立つ事業

を拡充させ、一人でも多くの人が安心して働ける職場を創り出す 

ことは会社の大きな役割と言えます。人を物のように考え、人件費の安

い人を優先するという考え方はどこかで転換しないといけません。人を

大切にしない経営姿勢からは物心両面で豊かな社会は育ちません。  
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ミニブタ特集号 
－その２ー 

『心の絆 - その33-』 佐部利 典彦のアートギャラリー（32）  

岐阜県出身（1969～） 

次号お知らせ： 7月号では、NBRのミニブタの歴史と最近の試験の傾向について 

          特集します。 
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－ 日本最大のミニブタ専用－ 日本最大のミニブタ専用GLPGLP施設です－施設です－ 

施設平面図（施設平面図（20102010年６月中旬年６月中旬  拡充工事完成）拡充工事完成）  

ミニブタ施設・ミニブタ試験の特徴 
・ＧＬＰ施設 

・一般毒性試験を2試験平行してできる規模 

・医療機器試験や高度な手術に対応した 

施設の整備 

・多くの使用実績に基づいたストレスの少ない

飼育ケージ 

・多くの試験種に対応 

・安定した動物の納入体制 

・豊富な実績 

医薬品・医療機器GLPミニブタ専用施設 
収容頭数：最大162頭 

部 屋 数：飼育室8室、実験室4室、解剖室1室 

収容形態：個別飼育 

環境条件 

  温度：20～28℃   湿度：30～80% 

  明暗12時間（明期：6時～18時） 

     換気回数10回/時 (フィルターに通した空気） 

  主な設備 

   X線装置、無影灯、ベッドサイドモニター、 

   吸入麻酔機、心電図測定装置など 
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